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支 部 長 木 村 祐 輔

平 素 よ り 、 東 北 支 部 の 活 動 に ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 り 、

心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 こ の ニ ュ ー ズ レ タ ー が 皆 様

の お 手 元 に 届 く 頃 は 、 東 北 で は ま だ ま だ 厳 し い 寒 さ が

続 い て い る こ と と 思 い ま す 。 こ れ か ら 訪 れ る 、 草 木 が

芽 吹 く 春 、 空 や 海 の 青 色 が 眩 し さ を 増 す 夏 、 そ し て な

に よ り 秋 に 盛 岡 で 開 催 さ れ る 年 次 大 会 で 皆 様 に お 会 い

で き ま す こ と を 楽 し み に し て お り ま す 。 本 年 も ど う ぞ

よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

【 2024 年 度 活 動 報 告 】

2024 年 度 の 東 北 支 部 会 は 、 5 月 18 日 、 仙 台 市 に て 東 北

大 学 の 井 上 彰 先 生 を 主 催 者 と し て 対 面 形 式 で 開 催 し ま

し た 。 特 別 講 演 で は 、 岡 部 医 院 仙 台 の 河 原 正 典 先 生 を

お 招 き し 、 「 在 宅 緩 和 ケ ア 医 が 感 じ た 『 お 迎 え 体 験 』

に つ い て 」 と 題 し て 、 豊 富 な ご 経 験 に 基 づ く 貴 重 な お

話 を 伺 い ま し た 。 ま た 、 10 月 に は 東 北 支 部 ニ ュ ー ズ レ

タ ー を 発 行 し 、 多 く の 会 員 の 皆 様 か ら 病 院 の ご 紹 介 文

を ご 寄 稿 い た だ き ま し た 。 改 め て 深 く 感 謝 申 し 上 げ ま

す 。

【 2025 年 度 活 動 計 画 】

1. 東 北 支 部 会

2025 年 5 月 17 日 （ 土 ） に 盛 岡 市 で 開 催 い た し ま す 。 詳

細 は 近 日 中 に ご 案 内 い た し ま す 。

2. 東 北 支 部 ニ ュ ー ズ レ タ ー

今 年 も 会 員 施 設 の ご 紹 介 を 中 心 に 紙 面 を 構 成 し て ま い

り ま す 。

3. 日 本 死 の 臨 床 研 究 会 年 次 大 会

2025 年 は 8 年 ぶ り に 東 北 の 地 で 年 次 大 会 を 開 催 し ま す 。



 会 期 ： 11 月 1 日 （ 土 ） ～ 11 月 2 日 （ 日 ）

 会 場 ： 盛 岡 地 域 交 流 セ ン タ ー 「 マ リ オ ス 」、 い

わ て 県 民 情 報 交 流 セ ン タ ー 「 ア イ ー ナ 」

岩 手 の 実 行 委 員 が 一 丸 と な っ て 準 備 を 進 め て お

り ま す の で 、 多 く の 皆 様 の ご 参 加 を 心 よ り お 待

ち し て お り ま す 。

【 年 会 費 の 納 入 に つ い て 】

本 ニ ュ ー ズ レ タ ー に 、 年 会 費 の 振 込 用 紙 を 同 封 し て お

り ま す 。 未 納 の 方 は 、 速 や か に お 手 続 き い た だ け ま す

よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 な お 、 2 年 間 の 未 納 が 続 い

た 場 合 、 退 会 と な り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。

【 東 北 支 部 入 会 の ご 案 内 】

当 支 部 で は 、 「 死 の 臨 床 」 に お け る 患 者 さ ん や ご 家 族

へ の 真 の 援 助 の 道 を 全 人 的 な 立 場 か ら 考 え る こ と を 目

的 と し て い ま す 。 こ の 理 念 に ご 賛 同 い た だ け る 方 の 入

会 を 心 よ り 歓 迎 い た し ま す 。 ご 興 味 の あ る 方 は 、 下 記

事 務 局 ま で お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

 入 会 金 お よ び 年 会 費 ： 各 1,000 円

【 日 本 死 の 臨 床 研 究 会 東 北 支 部 事 務 局 】

〒 028-3695
岩 手 県 紫 波 郡 矢 巾 町 医 大 通 2 丁 目 1−1
岩 手 医 科 大 学 附 属 病 院 緩 和 医 療 学 科

電 話 ： 019-613-7111 （ 代 表 ）

FAX ： 019-907-8468
担 当 ： 木 村 ・ 川 村


